
公益財団法人　 霊 山 顕 彰 会

令 和 ８ 年 度
（令和 ８年 ４月 １日～令和９年 ３月３１日）

事　業　計　画　書



１．霊山の歴史的風土の維持保全に必要な事業の運営及び助成

（１）霊山祭神の碑前祭の実施 令和８年１０月１４日

（２）龍馬祭 令和８年１１月１５日

２．霊山歴史館の管理運営

　　　収益力向上のため入館料アップ

（２）令和８年度 　展示計画　
【企画展】（１階）

　　　　　　 令和８年３月３１日（火）～５月１０日（日）　　

・新選組隊士列伝 （第一期） 令和８年５月１３日（水）～７月１２日（日）　　
　  　　　　　　　　　　（第ニ期） 令和８年７月１４日（火）～９月１３日（日）　　

令和８年９月１６日（水）～１０月２５日（日）　　

　　 　　　　　　　　　　　（第ニ期） 令和８年１０月２７日（火）～１１月２９日（日）　　
・小栗忠順の生きた時代 （第一期） 令和８年１２月２日（水）～令和９年２月２８日（日）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（第ニ期） 令和９年３月３日（火）～５月９日（日）

【常設展】（２階） 【常設展】（１階）
・松下幸之助と霊山 ・坂本龍馬を斬った刀
・志士の精神 ・近藤勇の所用刀
・戊辰戦記絵巻（または新選組隊士名簿） ・土方歳三の所用刀
・坂本龍馬関連

　（３）講演会の開催
・年間９回　　　   開催予定　
　※うち２回は「古文書教室」（４月、６月）
　※うち１回は「夏休み子ども歴史教室」（８月）

　（４）友の会普及活動

・友の会会員対象の特典サービス新規創出
・会員数目標 令和７年度末（令和８年３月３１日）見込 　　　６００名

令和８年度末（令和９年３月３１日）計画 　　　６２０名

  （５）入館者数増・収入増に向けた歴史館運営と情報発信活動の展開
・展示・展示説明強化
　企画展示は第一期・第二期で展示内容変更、学芸員によるギャラリートーク実施を定着化
　より多くの史料を紹介し、リアルの説明を通して実感いただく機会を増やす。
・歴史館の財産をフル活用した訴求。史料に加え、景観、建物も話題に。
　SNSと相性の良いネタを積極的に発信。

令和 ８年度　　事　業　計　画
（令和 8年 4月 1日～令和 9年 3月31日）

（１）新たなファン層の開拓を通じ年間入館者数４１千人以上を目指す。
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・将軍就任１６０年
　徳川慶喜と慶喜をめぐる人々（第二期）

・坂本龍馬生誕１９０年　薩長同盟締結１６０年
　坂本龍馬と薩長同盟 （第一期）



３．特別法人会員の加入促進と維持向上
・特に、関西経済団体を中心に、新規加入促進活動を展開。
　草の根活動で、賛同社の掘り起こし。
・会員メリット訴求。会費請求書への「案内チラシ」同封を継続

４．精神文化の振興と普及啓蒙活動
 （１）機関紙 「維新の道」 掲載情報の精査・発信強化

（２）支部との連携強化
（３）博物館実習実施予定（令和８年９月１日～５日）

（４）京都市観光協会や府・市教育委員会、京都商工会議所など関係諸団体との連携

支　部　活　動　計　画

１．岐阜県支部

(１) 令和８年度 幹事会 於、大垣共立銀行本店 　　　４月  ６日

(２) 所郁太郎供養祭（赤坂町）　　　　　於、大垣氏市赤坂町妙法寺 　　　４月 

(３) 所郁太郎顕彰祭（大野町）於、大野町西方 所郁太郎頌徳記念碑前 　　　４月 

(４) 小原鉄心顕彰会総会 於、全昌寺 　　　５月

(５) 令和８年度 支部総会 於、大垣市スイトピアセンター音楽堂 　　　６月２０日

(６) 維新の道－岐阜 第４５号　６００部を会員及び文教施設に配布 　　　７月中旬

(７) 梁川星巖漢詩塾・漢詩勉強会（第５回）　　於、華渓寺 　　　９月

　　１０月  ４日 

(９) 秋季大祭 於、京都霊山護国神社 　　１０月１４日 

(１０） 第４３回研修旅行 霊山墓地参拝 　　１０月

(１１) 事務局長会議出席 本部・各支部との情報交換 　　１２月

(１２) 常任役員会 次年度事業計画協議 　　　３月

(１３) 本部機関紙 「維新の道」 配布　各３５０部 　　　４・７・１０・１月
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(８) 第１６９回忌　 梁川星巌祭　於、華渓寺



２．福岡県支部

（１）歴史講座の実施

幕末から明治維新につながる歴史と福岡藩の動向を学び、私を捨て国難に立ち向

かった郷土出身志士の業績を広く伝えるために、会員及び広く一般市民も対象とし

た歴史講座を昨年に引き続き開催する。

令和８年度も引き続き一坂太郎氏に講師を依頼。

　テーマは 「武士の時代の終焉」 他　を予定している。

（２）護国神社等における顕彰事業への参加

福岡縣護国神社をはじめ、志士ゆかりの神社仏閣における慰霊祭等顕彰事業に参加し

日本伝統の精神文化の理解に務める。

（３）京都霊山福岡県招魂場における奉仕活動

霊山福岡県招魂場において、志半ばにして斃れた福岡県出身の志士の慰霊祭を

実施するとともに、郷土出身の志士を祀る聖域の整備を図る。

大政奉還記念日（１０月１４日）近くの秋に京都研修旅行を予定。
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以　上


